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第
７
次
舞
鶴
市
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
市

の
取
り
組
む
施
策
・
事
業
を
お
伝

え
す
る
「
市
政
の
今
」。
今
回
は
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
と
高
等
教
育
機
関
等
と
の

連
携
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ＳＤＧｓ未来都市

本
市
に
は
、高
等
学
校
を
は
じ
め
専

門
学
校
や
研
究
機
関
、国
の
教
育
訓
練

機
関
な
ど
、特
色
あ
る
多
様
な
学
校
が

所
在
し
て
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

は
教
育
・
研
究
機
能
だ
け
で
は
な
く
、

産
業
や
医
療
、福
祉
、文
化
、ス
ポ
ー

ツ
な
ど
地
域
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
、地
域
振
興

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

現
在
、市
内
の
高
校
生
・
高
専
生
は
、

授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て
、持
続

可
能
な
食
料
自
給
や
商
店
街
振
興
、海

ご
み
の
問
題
、地
球
温
暖
化
問
題
な
ど

を
題
材
に
し
た
研
究
活
動
や
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
に
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
※
）の
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、行
政
や
企
業
、学
校
な
ど
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
取
り
組
み
を
共
有

し
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
大
切

さ
を
そ
れ
ぞ
れ
が
理
解
す
る
機
会
を

設
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。８
月
に
は
、

市
内
外
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
活
動
に
対
す
る

理
解
と
産
官
学
の
垣
根
を
越
え
た
交

流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に「
担
い
手

連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、市
長
か
ら
市
が

進
め
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を
説

明
し
た
ほ
か
、舞
鶴
市
の
取
り
組
み
に

賛
同
い
た
だ
い
た
企
業
に
も
参
加
し

て
も
ら
い
、そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
取
り

組
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
事
例
を
発
表
す
る

と
と
も
に
企
業
ブ
ー
ス
で
高
校
生
・

高
専
生
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。さ
ら

に
は
高
校
生
・
高
専
生
か
ら
も
研
究

活
動
を
発
表
し
、参
加
者
か
ら
は「
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
を
知
る
機
会
が
な
か
っ

た
の
で
、こ
う
し
た
交
流
の
場
づ
く
り

は
大
変
重
要
な
取
り
組
み
だ
と
思
う
」

と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、行

政
・
企
業
・
学
校
の
連
携
を
活
性
化

さ
せ
る
こ
と
で
、行
動
が
積
み
重
な
り
、

点
で
あ
っ
た
取
り
組
み
が
線
と
な
り
、

次
代
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
担
う

高
校
生
・
高
専
生
の
取
り
組
み

や
が
て
面
に
な
っ
て
、さ
ら
に
大
き
な

取
り
組
み
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、学
校
の
活
性
化
は
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
い
う
認
識
の

も
と
、高
等
教
育
機
関
等
と
の
連
携
を

加
速
さ
せ
、元
気
で
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

高
等
教
育
機
関
等
と
の
連
携

次
代
の
担
い
手
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム

伊藤商店はステンレス、アルミ、銅などのいわ
ゆる非鉄金属関係を京都市内から舞鶴国際ふ頭を
通じて海外に輸出しており、これからさらに取引
量を増やして、舞鶴発展の一助になればと思って
います。数年前までは別の港から輸出しており、
舞鶴と接点はほとんどなかったのですが、今では
ほぼ全量を舞鶴から出荷しています。それは舞鶴
が、人を大事にするまちというのが理由の一つで
す。引揚記念館を見学し、人を大事にする舞鶴の
人々の心は今も脈々と受け継がれていることを知
り感動しました。人を、そして地球を大事にする
のは SDGs の基本理念です。高校生・高専生は次
世代の舞鶴の主役です。一緒に舞鶴を盛り上げて
いきましょう。

株式会社伊藤商店
代表取締役社長

伊藤 博永 さん

Voice企
業
の
声

Q：フォーラムに参加してどうでし
たか？
萌々香：自分たちは授業で調べた内
容で発表しましたが、他の高校生は
自発的に興味を持ったり部活動で調
べたり意欲的だったので、良い刺激
がもらえました。
奈々香：私は、西高の近くにマナイ
商店街があるのに、今日のプレゼン
で初めて知った取り組みがあり、意
外と自分たちの身近で活動している
ことがあるのだなと、自分も何かし
たいと思いました。
萌々香、奈々香：こうした機会は他
の高校の取り組みを知ることや知識
を広げる機会になるので今後も続け
てほしいと思います。
Q：今後どんなことがあれば舞鶴が
良くなると思いますか？
萌々香：１人だと参加しにくいイベ
ントとか、高校生は参加しにくいイ
ベントがあるので、年齢とか職業に
関係なく参加できるボランティア活
動とかあれば参加したいと思います。
奈々香：一つの高校だけだと規模が
小さくなって反応してくれる人も少
なくなると思うので、今日集まって
いる高校とか、全部集めて同じよう
な活動をして舞鶴を盛り上げられた
ら良いと思います。

※フェアトレード…貧困のない公正
な社会を作るために途上国の生産
者と先進国の消費者が対等な立場
で行う貿易のこと

インタビュー
高校生’s  EYE
　８月８日に開催された「舞鶴」担
い手連携フォーラムでは各高校・高
専の代表の発表者が自分の学校の取
り組みや活性化案を発表。
　フォーラムの発表者で、フェア
トレード（※）と温室効果ガスゼ
ロの取り組みについて発表した西
舞鶴高校の村田奈々香さん（左）、
村田萌々香さん（右）に話を伺い
ました。

上左右）「舞鶴」担い手連携フォーラムの様子

東舞鶴高校

３年生の大橋史佳さん、
２年生の近藤涼介さん
が杉山地区でのフィー
ルドワークを通した持
続可能な農業について
発表

日星高校

３年生の築谷みゆさん、
吉野菜由さんが引揚記
念館での学生語り部の
取り組みやマナイ商店
街再興プロジェクトな
どについて発表

舞鶴高専
５年生の新谷歩夢さ
ん、下郡季さん、４年
生の貫井かんなさん、
石原有佑子さんがみ
なとオアシスにおけ
る大野辺緑地周辺の
整備・活用の検討など
について発表

フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加

各高校の発表内容

※SDGs…「Sustainable Development Goals(持続可能な開発目標)」の略で、2015年の国連サミット
で、日本を含む193の加盟国の全会一致で採択された「世界を変えるための17の目標」 62022 広報まいづる 9月号7


